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novaA型及び Contracaecum A型の3種幼 線虫
の肉眼的識別法を確立 して,種々の物理 及 び化学 的





















供試 Anisakis幼虫 Ⅰ型はスケ トウダラ (Thera-
grachalcogramma)およびマダラ(Gadusmacroce-
♪halus)の肝臓より採集 した.











おく. Anisakis幼虫 Ⅰ型がシャーレ内を運動 して





ofinfectivity oflarvae,using agarlayertechnique･KeiiehiOishi, Department of




シャーレの中に移す. Anisakis幼虫 Ⅰ型 の塊 の中
には.若干の Terranova幼虫A型や Contraca-
ecum 幼虫A型が含まれることがあるが.シャーレに








識別に利用 した肉眼的特徴は : 1) Anisakis幼
虫 Ⅰ型はシスト内および生理食塩水中で刺激を与えら
れた時は平板渦巻状の形になる.一方 Terranova
幼虫A型および Contracaecum 幼虫A型 は伸長 し
た形で渦巻状ではなく.物理的刺激を与えても伸長 し
ていて,形状に変りはない.特に Terranoua幼虫























































































ずっ取出し,室温の生理食塩 水中 で融解 させ,直ちに
寒天侵入率測定用試験管に入れ,前記試験と同様に37oCのフ卵器に3日間保ち.寒天層 に侵 入














のに Anz'sakis幼虫 Ⅰ型を入れた場合 も食
塩水の場合と全 く同様に実験 した.同時に魚肉片をOoC近
くまで冷却 した もの に Anisakis幼虫 Ⅰ型を5























































採取後 全供試 侵 入
寒 天の日数 幼虫数 虫
数 侵 入 率(日) (隻)
(隻) (%)1 100
91 91.0±12.04 60 162 272 218
6 120 29 24.2±15.6
分間置 いた幼虫は全 く寒天侵入能力を示さなかった.これ
に反 して-10oCの魚肉中に置いた幼虫 は20分間で10.0













処理 した場合を示 したものである.この場合は資料が少なく.-10oCで幼虫を処理 した場合 を中心 に検討
したものであるが,低温になるに従 って寒天侵入能力を失 う時間は短 くなる.C,A線はその上,下 限を示
したも
のであるが,資料数からその巾が大 きくな った.2.









衰2 熟処理 したAnisakis幼虫 Ⅰ型 a)寒天侵入率
処 理 処 理 使 用 侵 入 侵 入 処 理 処 理 使 用
侵 入 侵 入温 度 時 間 幼虫数 幼虫数 率 温
度 時 間 幼虫数 幼虫数 率(℃) (分) (隻) (隻)
(形) (℃) (分) (隻) (隻) (%)4012345 120 10 6 60 46
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温 度(℃) 時 間 供試虫数 侵入虫数 侵 入 率(隻) (隻)
倭 (%)-10±1(生理食塩水中) 1時間 25 18
72.0±10.952 25 3 1
3 25 1 4
.0± 9,544.5 25 0(グリセリン中) l 20分 0 12 60 1
6.3(魚 内 申) 20 20 2 1
0.0±11.5-20±1
(グリセリン中) 20分 20 0 0魚 肉
20 20 0 0図3 ア? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?




は Anisakis幼虫 Ⅰ型を高温処理 した場合と全 く同
様な成績であった.
考 察
寒天侵入試験にFより Anisakis幼虫 Ⅰ型 の活性測
定を試みたのは, Ruitenberg13)である. Ruitenb･
ergは試験管中に1%の寒天溶液を入 れ .冷却 Bl化
後寒天上層にニシンの血液 を入 れた. Ruitenberg
表4 低温処理によるAnisakis幼虫 I型の
寒天侵入能力消失時間








40-15 2 石の使用 した Anz'sa



















ダラの血液を使用 した結果と生理食塩水を使用 した結果と 比較はまだされていないが
,これは今後検討の予定である.寒天侵入試験は An
isakis幼虫 Ⅰ型の生死判定 の為の実験動物感染
試験に近い値を得ることが出来 る.表5 超音波処理 した AniMkis幼虫 Ⅰ型の寒天侵入能力
条 件 超 音 波 供 試 侵 入 寒 天
温 度 処理時間 幼 虫 数 幼 虫 数
侵 入 率(℃) (分) (隻)
(隻) (%)0 5 25 15 60.0± 40.0
10 25 3
12.0± 6.0a) 25 3





Ruitenberg13)による42羽のウサギを10群 に分 け 1































































寒天侵入率が全 く認められなくなる時間 も求め,全 く
同様に処理 してC直線を得た.
図 3において直線AとCとにより挟れる一帯はAni-
sakis幼虫 Ⅰ型の加熱による失活 が問題 とな る時
間帯であり.A直線より下側あるいは左側では Ani-


















































よび左側ではもはやその幼虫は寒天侵 入能力 を持 た
ず∴従 って動物感染能力も失われた状態 と考 え られ
る.
図 3から知 られるように,加熱域は40oCよ り低温
域で103分 (16時間)に,また冷却の場合はOoCより





を-20oCに24時間冷凍することが法律 で義務 づ け ら



















akis幼虫 Ⅰ型は今回の実験では魚肉中で凍結 され る
と寒天侵入能力低下することが認められた.
























超音波処理時間と処理温度との関係 を表 5に示 し













ことによって Anisakis幼虫 Ⅰ型の殺虫力を増加 し
得る結果を報告 しているが,超音波処理時に香辛料を
















以上本実験において著者 らは寒天侵 入試験法 を用
い, Anisakis幼虫 I型の感染能力の判定を行 った.
本法は種々の条件下にある Anisakis幼虫 Ⅰ型の
感染能力を.極めて容易に知る方法であることが明ら


































6.超音波処理では,OoC5分の処理 によ り侵 入
率は60.0±40.0%であるのに30oC5分では12.0±11.0
%に低下 し, 50oC5分では侵入能力はみられなか っ
た.
7.以上の実験成績から.著者 らの寒天侵入試験法
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1)Thepenetration capacitiesofuntreated Anisakis larvae were found to be
91.0土12.0% at24hours,27.2±21.8% on 4daysand 24.2±15.6% on 6days
aftercollecting larvaefrom fish bodies.
2)Thepenetrationabilitiesoflarvaedisappearedat40-44oCin540to44minutes,at
45-47oC in 30to 8minutesand 48-50oC in 4to oneminuterespectively.1
3)Thelarvaekeptat-3oC for 5,460 minutes,-5oC for 1,200 minutes,-10°c
for270minutesand -15oC for20minutespenetrated into theagarla)rer.
4)The penetration capacities of larvaeat-100C forone,2,3and 4.5 hours
were72%,12%,4% and O% respectively.
5)Glycerin in alow temperature apparently diminished thekilling efect for
larvae.Thepenetrationcapasitiesoflarvaeincubated inglycerinat-lOoC for
20 hourswasaround60%.Ontheotherhand,thepenetration ability oflarvae
harbored in musclesdecreased to around lO% at-10oC ror20hours.
6)Although no penetration oflarvaetreated with ultrasonicat50oCfor5minutes
was found,penetration capacities were recognizedasaround 60% atOoCor
12% at30oC for5minutes.
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7)In thepresentpaperitwasshownthattheauthor'sagarlayertechniquemight
bepossibly usefulandexcellenttoevaluateactivityorinfectivityofAnisakis
larvaetreated undervariousphysico-Chemicalconditionssuch ashigh orlow
temperature.ultrasonicorradioactivetreatmentsandotherchemicalsascondiments.
Inthepresentstudyusingtheagarlayermethod,thediscussiononthepenetration
orinfectivityofAnisakislarvaeto human body wasmadefrom theviewpoint
offood hygiene.
